
・目指す方向を５つから３つに再編する
・ＳＤＧｓの理念を取り入れた施策とする
・産業・まちづくりなど関連分野との連携を強め、文化の持つ力を活用し、
地域活性化につなげる

・伝統文化（建築技術・民芸など）を継承していくことを明記し、強化していく
・情報発信などにデジタル技術等を活用する
・理念実現・施策推進のため目標値を設定し、新たな検証・推進体制を構築する

Ⅰ 子どもも大人も
文化と暮らすまち

１ 子どものための文化芸術活動の推進

２ 文化芸術を担う人材の育成と活動支援

３ 文化芸術に触れる機会の提供

４ 市民の身近な文化芸術活動の参加・
発表機会の充実

５ 文化芸術情報の収集と提供

６ 文化芸術活動を行う場の整備と提供

Ⅲ 文化を発信し
世界とつながるまち １ 文化芸術による交流の促進

２ 文化芸術による連携と協働の推進

３ 文化芸術の発信

Ⅱ 文化が息づく
活力豊かなまち １ 文化財の保存と活用

２ 地域文化の継承と活性化

３ 地域の文化資源を生かした産業の
継承・振興

４ 歴史的景観の保存と活用
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目指す方向 取組項目

倉敷市第二次文化振興基本計画の構成

主な改正点

推進体制及び検証

１ 市の役割
・国、県、関連団体等と連携し、文化芸術活動が活発に行われる環境づくり

を推進する

・（仮称）倉敷市文化振興基本計画推進員会を設置し、評価機関として
位置づけ、検証していく

２ 目標値（主なもの）
・生活の中で文化的活動を行っている人の割合
・後世に伝えたい歴史文化や伝統が継承

されていると思っている人の割合
・市の主な文化事業の入場者数及び参加者数

30.5%  ⇒ 50%

38,351人 ⇒ 102,000人

57.8% ⇒ 67%

Ｒ元年度 Ｒ12年度

倉敷市文化振興基本計画の策定趣旨とイメージ

倉敷市第六次総合計画

倉敷市文化振興基本計画（第一次）

国／文化芸術基本法
文化芸術推進基本計画 県／おかやま文化振興ビジョン

倉敷市第七次総合計画（目指すまちの姿 文化施策分野）

倉敷市第二次文化振興基本計画（令和３年度～１２年度）

２－１ 生活の中に個性的で魅力的な文化芸術が息づいている

２－２ 世代を超えて受け継がれてきた歴史文化や伝統が大切に継承され、
輝いている

倉敷の個性と魅力をさらに磨き上げ、
文化芸術を振興し国内外へ発信する

※文化芸術は、文化芸術基本法にある芸術・生活文化・伝統芸能のみでなく、
民芸や地場産業、大学連携などの倉敷市の特色ある資源も計画推進に含めることを明記する


